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クモの生態の「はてな？」



仮説

「オオヒメグモは

粘球糸を

更新する」

オオヒメグモは
網を更新しないのか



シモングモの不規則網（新海明の図）

Mooring thread or  Supporting thread  and Trap thread



「架空」課題研究報告＝ウソのdraftの薦め

 研究前に論文を完成形でいったん書いてみる

 研究・実験・検証をしながら、このドラフトを書きなおし
ていく（「談話会通信」136号参照）

 予測と合っている場合（書き直しが不必要な場合）、予
測が当たったことで喜びとなるし、

 予測と異なる場合（書き直しが必要な場合）、予測でき
なかった思いがけない事実が発見された。「失敗したら
シメタ」と思える

 「研究の90％は失敗だ」（山中伸弥､iPS細胞の開発）

 ウソ報告が書ける研究の例を紹介する



仮説

「イエユウレイグモの

不規則網には

粘糸TRA P THREA Dと

スクリュースレッドSCREW THREA D

がある」

なぜイエユウレイグモの
網には虫がかかるのか



ボルネオのユウレイグモのドーム粘球網
たぶん粘球がある（写真は水でスプレーした後）



ヒメユウレイグモ Belisana属
の網には粘球がある
ヒメグモ科とユウレイグモ科
は近縁か

<ボルネオのヒメユウレイグモの
網 写真は谷川撮影＞

＜右はB.hormigaの網＞



仮説

「シロスジショウジョウグモは

大型餌を捕獲している」

シロスジショウジョウグモは
どんな餌を捕獲しているのか



小さな水平に近い円網で、横糸も少ない

 横糸の間隔は捕獲する餌の大きさに対応していると予
測されている。ジョロウグモのこまかい網の目は小形
餌も捕獲可能なしくみである。ゲホウグモの網の目も
細かい。いっぽう、コガネグモやナガコガネグモなどの
大きな間隔は大物狙いである。垂直円網は大型餌に適
応した仕組みであると考察されている（Blackledgeな
ど）

 シロスジショウジョウグモは小さく横糸間隔の広い網
を張る。この網でどんな餌を捕獲しようというのだろ
うか。謎である。しかも斜めに張られている。どんな虫
を狙っているのだろうか。まったく実態が不明である。



仮説

「ユアギグモは花粉を

主食にするが

ダニも食している」

ユアギグモの主食は
花粉なのか





ユアギグモの網の癒着 これでは虫を噛むのに不便であろう



緒方清人撮影 ダニを捕食するユアギグモ



仮説

「卵のう内で既に

３齢になっている」

ナガコガネグモはなぜまどいを
しないのか？



千国『クモの親と子』を引用すると・・







出嚢グモは２齢グモと異なって見える





出嚢時期の不思議

 ナガコガネグモの産卵は秋である

 冬季前に出嚢する場合がある

 翌年、６月に出嚢する例が多い

 冬季に卵嚢を切り開いても、幼体は卵嚢内に戻る（水野
恵・碧による，2011年）

 卵嚢に孔を開けても幼体は出嚢しなかった（西野真由子
による，2000年）

 冬季前に出嚢するのが普通と思っていたが、越冬する卵
嚢もあった（佐藤幸子による，1970年＋1979年）



仮説

「ヒメグモ2齢幼体では
その成長が

抑制されている」

ヒメグモは分散前に
なぜ脱皮をしないのか



背甲幅の変化 N＝6 室内分散幼体には一度食事を与えた



１１月 small  0.350mm未満 11
medium 0.350-0.399 36

large 0.400以上 9
４月 S-0 M-2 L-6
５月 S-0 M-3 L-5

小型の越冬個体は冬季の間に
淘汰された



成長抑制の機構の仮説

 成長に関わる遺伝子がオフ、脱皮に関わる遺伝子がオフ
になっているのではないか。本多佳子氏によれば、「一般
に昆虫では休眠時には前胸腺刺激ホルモン（PTTH）が
分泌されず、前胸腺からの脱皮ホルモンの分泌が抑制さ
れる形になっている」という。

 「休眠時に脱皮ホルモン自体の合成が制御されているか
どうかは最近の研究課題」だそうである。クサグモの２齢幼
体での脱皮ホルモンの抑制については明確になっていな
いという。出嚢の誘導因子は加藤輝代子氏の研究結果か
ら日長（13時間）と温度と推理されるという。



ヒメグモの造網行動は
どのような方法か

仮説

「上部のノックダウン域を

先に作り、

シート網を後から作る」



ノックダウン域
（不規則網，
迷網maze）

シート網



5月のヒメグモ幼体の網にはシート部が無い

 常緑樹の葉裏などで越冬していた、ヒメグモの幼体が網を
張り始める４月-5月初旬の網にはシート部が無い。

 ノックダウン域に迷い込んだ小さな昆虫を捕食できた幼体
がなんとかシート部を作ることが出来るようになるのではな
いだろうか

 検証するためには餌の付加実験をしてみればよいはずだ
が実施されていない。

 ヒメグモ幼体が多数観察されるフィールドと餌が供給可能
な環境が必要である。



仮説

「最初の卵のうから

出た子グモも後の卵のうから

出た子グモも大きさは

等しい」

卵のうとクラッチ数
チリイソウロウグモ



チリイソウロウグモの卵のう３個。サイズは、Ⅰ＞Ⅲ＞Ⅱ
2012年10月9日 東京都町田市にて母親がガードしていた



卵嚢サイズとクラッチサイズ/出嚢日/幼体

 Ⅰ卵嚢は既に出嚢ずみ

（卵嚢内の卵殻は90個）
Ⅲ卵嚢からは10月13日に51
頭、14日に8頭の計59頭が
出嚢した（卵嚢内には卵殻が
59個、１齢の脱皮殻-数えら
れない-があった）
Ⅱ卵嚢からは10月25日に39
頭が出嚢した（卵嚢内には未
孵化卵7個が残されていた）
クラッチ数はⅠ＞Ⅲ＞Ⅱ

 幼体-出嚢幼体＝2齢幼体
の背甲幅を測定し、比較し
たところ・・・・

 Ⅲ卵嚢の幼体は0.39 mm
（N＝6）
 Ⅱ卵嚢の幼体は0.41 mm
（N＝6）
 仮説は正しかった



仮説

「繁殖期の初期の大型オスは

大型メスと交尾する」

ジョロウグモでは
同系交配があるのではないか



同系交配とは何か

 同種の個体群で大型のオスが大型のメスと、小型のオス
が小型のメスと交尾するような交配を同系交配とよぶ。

 交配するペアのサイズを測定し、それぞれ雌雄の個体群
のサイズ構成から、交配相手の選択様式を発見すること
ができる。

 交尾前ガードする種類のクモの場合には、研究がたいへ
んやりやすいメリットがある。

 ジョロウグモでもヒメグモでも同居する雌雄のサイズを測定
すると・・・



繁殖期初期のオスは大型

 ある時期の雌雄の間には
同系交配はなく，オスの
メス選択はランダムで
あった

 しかし、繁殖期全体を通
してみたとき、初期に大
型メスと大型オスが交尾
する結果になっているの
ではないだろうか

 個体群に、二型はない
が・・・



仮説

「ナガコガネグモのメスは

性的共食いSEXUA L CA NIBALISM

をする」

コガネグモ属のメスは
交尾したオスを食う



吉田真『スパイダー・ウォーズ』p.85-87に記述

 1989年8月25日、ナガコガ
ネグモのメスの網にオスが
３頭入っていた

 翌8月26日、オス2匹が糸
で巻かれていた

 メスの脱皮殻が網に残って
いた

 ナガマルコガネグモではメス
が必ずオスを捕食する
（佐々木健志による）





仮説

「セアカゴケグモもハイイロゴケグモも

バルーニングをする」

ゴケグモは
バルーニングをするのか



熱帯のクモはほとんどバルーニングをしない？

 「熱帯のクモはバルーニ
ングをしない」→「ゴケ
グモもバルーニングをし
ない」という論理だが？

 熱帯のクモがバルーニン
グをしないのなら、熱帯
のクモはみな固有種に
なってしまう。

 セアカゴケグモの分散力
が小さいことは事実であ
る（三重クモ談話会会員
の調査もあるが，本書で
は無視されている）



Hawkeswood,2003. Spiders of Australia

 An Introduction to their 
Classification, Biology 
and Distribution（副題）

 『毒グモ騒動の真実』には「
セアカゴケグモの学術報告
はほとんどない」とあるが、
英語論文はありすぎる程で
筆者が読んでいないだけで
ある。『真実」と銘打つなら
ば,読むべきはずの資料の
欠落や誤記が多いのは残
念である。



セアカゴケグモの幼体の分散

 「新しい幼体は産卵後約14日で卵嚢から出嚢する。こ
のハッチングは通常は，気温が下がり湿度が上がる雨
の開始と関連している。幼体は通常は短い期間に分散
するが，食べ物がないとか乾燥しているとか，暑さが続
くなど環境条件が不都合な場合には，子供は母親の
シェルターに居残っている。この状況では子グモ同士
に共食いが起こり，しばらくするとオス一匹だけが残る。
オスは成熟するとそのメス（なんと自分の母親！）とさ
え交尾する。それでも環境条件さえよければ多くの卵
が受精し，産卵される」。ハイイロゴケグモについても
日本で飼育実験されて同じ結果が出ている。



セアカゴケグモはバルーニングをする

 （引用の続き）「若い幼体は分散にあたっては，「バルー
ニング」として知られているプロセスを経て網から巣
立つ。この方法はクモがそれぞれ腹部を上にあげ，糸
疣から大きな糸玉を作り，微風に吹かせて長い糸を作
ることで，親の網から小さなクモを遠くへ運ぶのであ
る。糸が対象物に付着するとそこがクモの新しいすみ
かになる」

 セアカゴケグモはバルーニング分散もすると記述され
ている。ただし、「環境条件が不都合なときには」、バ
ルーニングをしないという。



資供は

科学雑誌「サイエンス」

西日本新聞社

昭和24年5月号
（資料：山根一眞）

資料発掘 加治木町
クモ合戦 昭和24年の記録





クモ合戦のクモの呼び名

 女郎グモ（⇒コガネグモである）を「山コブ」と云う

 出場グモの分類

 「トン」 産卵直前のため負けるが堂々としているため、
素人が体格にだまされるクモ

 「手ナガ」、脱皮まもないクモ。出ると負け

 「半手ナガ」、脱皮してから次の脱皮まで間がある。食欲
旺盛でクモ合戦の花形

 「コウンボ」、産卵後5～7日を経たクモ。

 クモは飢えさせておくほど強い。旧暦5月5日が合戦の日


